
私は、フィンランドにあるUniversity of Helsinki、Hi-LIFE、
Neuroscience Centerの難波研究室に所属しております。

フィンランドに渡航当初はビザの手続きの問題で3ヶ月間住民
登録や銀行口座登録ができず、家賃の支払いができない等、
日本では信じられないトラブルに多数見舞われました。 またそ
れと同時に、太陽もすぐに沈んでしまう－20℃の厳しい冬の寒
さに打ちひしがれていたのをよく覚えています。 

所属研究室PIの難波先生と、私と同時期にヘルシンキ大学で
研究を始めた日本人ポスドクの友人には、研究は勿論のこと私
生活面でも沢山助けていただき改めて感謝したいと思います。 
渡航当初は散々でしたが、一度全ての公的な手続きが完了す
ると、その後必要となる手続きは全て電子化され、光熱費や医
療費等の負担も低く設定されており、大変便利で暮らしやすい
街であると感じました。

また、ヘルシンキの人口は70万人とコンパクトですが、公共交
通機関（トラムやバス、地下鉄等）が5分間隔で運行しており、
常に座ることができる点も大変魅力的です。 特に、夏の時期
（6-9月）には毎日気温25℃前後の快晴(白夜)で、外を散歩す
るだけでも幸福を感じます。 これに加えて、ワークライフバラン
スもしっかりと重視されています。

バケーション期間には、家族でEU圏の旅行をしたり、日本人仲
間とコテージに泊まったり、研究室メンバーでサウナを楽しん
だりと充実した生活を送ることができており、世界一幸福度の
高い国として知られるフィンランドの所以をこの身で体感しま
した。

所属研究室では、ヒトの脳がどのように発生するか、またその
破綻から起きる脳形成障害がどのように起きるのかを、進化と
代謝の観点から分子レベルで解き明かそうとしています。
元々、早稲田大学の榊原先生のもとで代謝制御による哺乳類
の脳の発生分子メカニズムの解明を研究テーマにしていた私
にとっては、一貫して神経発生のテーマに取り組むことができ
ており、毎日の研究が刺激的です。 特に、多数の共同研究者や
大学のコアファシリティーに恵まれています。 自身のみではで
きない多数の高度な実験系も、個人ではなくチームで解決し
ていく為、日本では体験できなかったスピード感を強く感じま
した。これまで持っていた”自分の研究プロジェクトは、可能な
限り自分で全てこなすのが当たり前”という考えは大きく崩れ、
1つのプロジェクトにチームで取り組む重要性を学びました。

研究室メンバ―は9カ国の異なる国籍から構成されている為、
毎日の昼食時、異なる文化・価値観の話ができるのも楽しいひ
と時であると同時に、自分の常識は世界の常識ではないことを
実感しております。

最後に、海外渡航の機会をいただきましたヘルシンキ大学の
難波先生、早稲田大学の榊原先生、そして多大なご支援をい
ただきました上原記念生命科学財団の関係者の皆様に心より
感謝申し上げます。

私は2025年8月から、ビーレフェルト大学附属ベーテルてん
かんセンター、Paediatric & Adolescent Epileptologyの
Polster先生のもとで研究をする機会をいただきました。

このてんかんセンターはヨーロッパ最大級の施設であり、世界
で最も歴史のある包括的なてんかんケア施設の一つとして
150年以上の歴史を誇ります。 障がいのある人々への手厚い
支援で世界的に有名で、日本の皇后も訪問したことがあり、そ
の記念として日本庭園が敷地内に造設されています。

私は、この施設でPolster先生と、本センターの研究支援部門
で統計学に詳しいHagemann先生のバックアップのもと、小児
てんかん患者とその家族への家族ケアに関する研究を行って
います。 私の研究では、研究同意書を家族から取得する必要
があり、ドイツでは基本的に会話がドイツ語で行われることか
ら、高いドイツ語能力が求められます。 そのため、私は民間の
語学学校だけでなく、大学主催のドイツ語教室にも通い、半年
でなんとかB1レベル（英検準2級相当）までドイツ語能力を高
めました。

この過程で、さまざまな国の人々と交流することができました。
特にウクライナなどの東欧諸国の方が多く、その他にも中東
（特にパキスタンとイラン）、南米、アジア（特にベトナムとイン
ド）、アフリカから来た方々も多くいました。 一方で、日本人とは
数人程度しか知り合うことができませんでしたが（ビーレフェ
ルトには日本人は最大で20人程度しかいないそうです）、自分
がマイノリティになることは日本では経験できないため、とても
貴重な経験でした。

一方で、孤独感を感じることもあります。 言語の壁のため、自分
の思いや考えを十分に伝えられないことは大きなストレスでし
た。 日本であれば10分で済む研究に関する些細なディスカッ
ションも、こちらでは倍以上の時間を要しました。 相手が困っ
た顔をしたり、時には少し怒った顔になることに耐える必要が
あり、精神的に辛くなることがありました。

このようなときに支えになったのは、やはり家族でした。 妻はド
イツ語が全くできない状態から大学の語学教室に通い、毎日
の買い物で一つ一つドイツ語のフレーズを習得していく努力
をしていました。 子どもたちは公立の幼稚園に通いました。 初
めは行き渋ることもありましたが、徐々に友達を増やし、今では
楽しんで幼稚園に通うようになりました。 妻と子どものこのよう
な姿に私は励まされ、これらが日々努力を続ける原動力になっ
ています。 家族とともにドイツで成長し、いずれその経験を日
本の発展に繋げていきたいと考えています。

最後になりますが、このような貴重な経験を可能にしてくだ
さった上原記念生命科学財団に心より感謝申し上げます。
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←難波ラボのグループ写真
←ベーテルの敷地内にある日本庭園
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